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わ
が
国
で
は
目
下
、
溝
口
雄
三
氏
の
提
唱
に
よ
っ
て
開
始
さ
れ
た

『
朱
子
語
類
』
の
全
訳
注
が
着
々
と
進
行
し
て
い
る
。
溝
口
氏
の
発
刊

の
辞
が
書
か
れ
た
の
が
二
〇
〇
七
年
の
こ
と
で
（『
訳
注
巻
一
～
三
』
所

収
、
汲
古
書
院
、
二
〇
〇
七
年
刊
）、
二
〇
二
一
年
現
在
、
第
一
六
回
配
本

（
巻
一
六
～
一
七
）
ま
で
刊
行
ず
み
で
あ
る
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
独

自
な
と
こ
ろ
は
、
特
定
の
一
機
関
の
仕
事
で
は
な
く
、
全
国
の
大
学
と

学
徒
を
組
織
し
、
わ
が
国
で
は
珍
し
い
こ
と
に
二
〇
年
と
い
う
長
期
的

展
望
の
も
と
に
な
さ
れ
て
い
る
点
で
あ
る
。
こ
の
一
大
事
業
に
は
わ
が

国
漢
学
の
底
上
げ
効
果
も
期
待
で
き
る
し
、
完
結
す
れ
ば
、
世
界
の
漢

学
界
に
も
寄
与
す
る
は
ず
で
あ
る
。
日
本
語
に
よ
る
訳
注
と
い
う
制
約

は
あ
る
け
れ
ど
も
、
何
語
で
あ
れ
現
代
の
言
葉
に
よ
っ
て
「
パ
ッ
ケ
ー

ジ
」
さ
れ
る
と
こ
ろ
が
重
要
な
の
で
あ
り
、
こ
の
宋
代
の
難
解
な
遺
産

へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ
ほ
ど
容
易
に
な
る
に
違
い
な
い
。
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こ
れ
は
あ
ま
り
セ
ン
ス
の
い
い
譬
喩
で
は
な
い
が
、
朱
子
学
と
い
う

こ
の
宏
大
な
体
系
を
仮
に
自
動
車
に
譬
え
た
場
合
、
エ
ン
ジ
ン
が
『
四

書
集
注
』、
前
輪
が
『
朱
子
文
集
』、
後
輪
が
『
朱
子
語
類
』、
そ
し
て

車
体
は
さ
ま
ざ
ま
な
著
作
に
よ
っ
て
構
成
さ
れ
て
い
る
―
―
と
い
う
捉

え
方
も
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
そ
の
い
わ
ば
双
璧
、
い
や
双
輪
を
な

す
『
文
集
』
と
『
語
類
』
の
検
討
は
朱
子
学
を
解
明
す
る
上
で
必
須
の

作
業
に
な
る
が
、
前
者
の
総
体
的
な
研
究
で
は
、
わ
が
国
は
中
国
・
港

台
の
後
塵
を
拝
し
て
い
る
の
が
実
情
で
あ
る
。
そ
の
画
期
的
と
も
云
え

る
成
果
が
こ
の
ほ
ど
四
川
省
成
都
か
ら
届
け
ら
れ
た
。
郭
斉
・
尹
波
共

編
の
『
朱
熹
文
集
編
年
評
注
』
全
一
三
冊
が
そ
れ
で
あ
る
（
福
建
人
民

出
版
社
、
二
〇
一
九
年
一
二
月
刊
）。

　

と
こ
ろ
で
、『
文
集
』
と
『
語
類
』
の
性
格
の
相
違
の
一
つ
と
し
て

挙
げ
う
る
の
は
、
時
間
的
な
問
題
で
あ
る
。
門
生
と
の
対
談
・
指
導

〔
宋
〕
朱
熹
著
／
郭
斉 

尹
波
編
注

朱
熹
文
集
編
年
評
注
　

全
一
三
冊
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の
記
録
で
あ
る
後
者
が
朱
子
の
中
年
以
降
に
限
定
さ
れ
る
の
に
対
し
て

（
最
も
早
い
師
事
者
は
朱
子
四
一
歳
時
で
四
〇
歳
代
は
極
少
、
大
部
分
は
五
〇

歳
代
以
降
）、
前
者
は
朱
子
の
青
年
時
代
か
ら
最
晩
年
に
至
る
長
期
の
幅

を
持
っ
て
い
る
（
巻
一
上
所
収
の
雄
渾
な
詩
「
遠
游
篇
」
な
ど
は
一
九
歳
時

の
作
品
）。
作
成
時
期
が
明
記
さ
れ
て
い
る
書
簡
や
文
章
も
あ
る
が
、
大

部
分
は
無
記
年
の
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
が
研
究
者
の
悩
み
の
タ

ネ
で
あ
っ
た
。
実
証
的
な
朱
子
の
伝
記
研
究
と
し
て
い
ま
な
お
褪
色
し

て
い
な
い
清
の
王
懋ぼ

う
こ
う竑
『
朱
子
年
譜
』
を
見
れ
ば
、
何
篇
か
の
作
品
は

編
年
さ
れ
て
い
る
も
の
の
も
と
よ
り
網
羅
的
で
は
な
い
（
点
校
本
、
中

華
書
局
、
一
九
九
八
年
）。
そ
う
し
た
王
氏
『
年
譜
』
を
筆
頭
と
す
る
旧

時
代
の
「
年
譜
」
類
を
徹
底
的
に
批
判
し
、
近
代
的
な
実
証
方
法
で
朱

子
の
生
涯
を
再
構
築
し
た
の
が
束
景
南
氏
の
巨
著
『
朱
熹
年
譜
長
編
』

（
華
東
師
範
大
学
出
版
社
、
二
〇
〇
一
年
）
で
あ
る
。
こ
こ
に
は
多
く
の
朱

子
の
文
章
が
編
年
さ
れ
て
い
る
が
、
朱
子
の
正
確
か
つ
詳
細
な
評
伝
を

樹
立
す
る
の
が
目
的
な
の
で
、
必
ず
し
も
『
文
集
』
所
収
の
全
作
品
が

俎
上
に
載
せ
ら
れ
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
そ
こ
で
、
初
め
か
ら
『
文

集
』
所
収
の
個
々
の
文
章
の
編
年
を
試
み
た
の
が
陳
来
『
朱
熹
書
信
編

年
考
証
』（
生
活
・
読
書
・
新
知
三
聯
書
店
、増
訂
版
二
〇
〇
七
年
）
で
あ
っ
た
。

本
書
は
時
代
別
に
全
書
簡
が
編
年
さ
れ
て
お
り
、
学
界
の
評
価
も
高

い
（
本
書
に
は
吉
田
公
平
氏
の
紹
介
文
が
あ
る
。『
東
方
』
一
九
九
二
年
二
月

号
）。
た
だ
、
本
書
は
タ
イ
ト
ル
が
示
し
て
い
る
よ
う
に
「
書
信
」（
手

紙
）
だ
け
で
、
そ
の
他
の
『
文
集
』
所
収
の
無
数
の
文
章
は
対
象
外
に

な
っ
て
い
る
。
数
年
前
に
は
、
浩
瀚
な
顧
宏
義
『
朱
熹
師
友
門
人
往
還

書
札
彙
編
』
が
出
た
（
上
海
古
籍
出
版
社
、
全
六
冊
、
二
〇
一
七
年
）。
本

書
も
陳
来
書
と
同
じ
く
、
朱
子
の
書
簡
だ
け
を
対
象
に
し
て
い
る
が
、

朱
子
の
も
の
だ
け
で
な
く
、
名
宛
て
人
の
手
紙
も
探
し
出
し
、
往
復
書

簡
集
と
し
て
両
人
の
や
り
取
り
を
い
わ
ば
立
体
的
に
再
現
し
た
と
こ
ろ

に
新
味
が
あ
る
。
も
ち
ろ
ん
編
年
も
な
さ
れ
て
お
り
、
著
者
独
自
の
見

解
も
提
起
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
そ
の
間
、
朱
子
の
全
著
作
を
点
校
本

と
し
て
提
供
す
る
と
い
う
画
期
的
な
事
業
が
実
現
さ
れ
た
が
（『
朱
子
全

書
』
全
二
七
冊
、
上
海
古
籍
出
版
社
、
安
徽
教
育
出
版
社
、
二
〇
〇
二
年
）、『
文

集
』
所
収
作
品
に
関
し
て
は
、
校
勘
は
施
さ
れ
て
い
る
も
の
の
編
年
は

な
さ
れ
て
い
な
い
。

　

さ
て
、
我
々
の
『
編
年
評
注
』
は
ど
う
な
の
か
。
す
で
に
そ
の
タ
イ

ト
ル
に
謳
わ
れ
て
い
る
よ
う
に
本
書
の
生
命
線
は
個
々
の
収
録
作
品
の

編
年
で
あ
る
。
上
述
し
た
よ
う
に
書
簡
の
編
年
は
す
で
に
先
蹤
が
あ
る

が
、
全
文
章
の
悉し

っ
か
い皆
編
年
は
本
書
が
初
め
て
の
試
み
と
云
い
得
る
。
そ

の
書
簡
の
編
年
は
お
お
む
ね
上
述
の
先
人
達
の
考
察
に
依
拠
す
る
が
、

場
合
に
よ
っ
て
は
そ
れ
ら
を
「
失
考
」「
不
確
」「
誤
」
な
ど
と
批
判
し
、

根
拠
を
示
し
て
新
た
な
編
年
を
提
起
し
て
い
る
ケ
ー
ス
も
あ
る
。「
未

詳
」
と
す
る
文
章
も
あ
る
に
は
あ
る
が
、
そ
れ
は
大
変
少
な
い
。
こ
の

よ
う
な
充
実
し
た
悉
皆
編
年
が
本
書
の
第
一
の
特
色
に
な
る
。
そ
の
周
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到
さ
に
関
し
て
一
例
だ
け
挙
げ
て
お
く
と
、
本
書
の
「
遺
集
」
巻
二
に

収
め
ら
れ
て
い
る
「
与
程
絢
書
」
は
『
宋
史
』
巻
四
三
七
の
程
迥
伝
か

ら
輯
得
さ
れ
た
も
の
で
（
程
絢
の
父
程
迥
の
功
績
を
讃
え
る
内
容
）、「
紹

熙
三
年
夏
」
に
繫
年
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
「
編
年
」
の
説
明
に
依
れ

ば
、
二
〇
一
四
年
に
発
掘
さ
れ
た
程
迥
の
墓
誌
銘
に
記
さ
れ
た
没
年

（
紹
熙
三
年
五
月
）
が
根
拠
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
。

　

た
だ
、
些
事
な
が
ら
編
年
に
関
し
て
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
る
。
本
書

「
遺
集
」
に
は
『
語
類
』
の
問
答
中
か
ら
佚
文
を
拾
い
出
し
て
い
る
例

が
数
件
認
め
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
「
遺
集
」
巻
一
所
収
の
「
答
滕
徳
粋
」

は
「
子
の
有
無
は
皆
命
な
り
、
必
ず
し
も
祈
禱
せ
ず
」
と
い
う
僅
々
十

字
の
短
い
も
の
で
、
こ
れ
は
『
語
類
』
巻
一
三
八
所
収
の
鄭
可
学
の
筆

録
中
に
、「
徳
粋
が
先
生
に
尋
ね
た
、
十
年
前
相
次
い
で
子
供
を
喪
っ

た
時
、
先
生
に
手
紙
を
書
い
て
お
尋
ね
し
た
と
こ
ろ
、
先
生
は
『
子
の

有
無
は
…
…
』
と
い
う
御
返
事
を
く
だ
さ
い
ま
し
た
」
か
ら
収
集
し
た

も
の
で
あ
る
。
こ
の
手
紙
の
編
年
に
関
し
て
著
者
達
は
『
語
類
』
所
収

「
朱
子
語
録
姓
氏
」
中
の
「
鄭
可
学　

辛
亥
所
聞
」
を
根
拠
に
、
辛
亥

（
紹
熙
二
年
、一
一
九
一
年
）
マ
イ
ナ
ス
一
〇
年
＝
淳
熙
九
年
（
一
一
八
二
）

と
い
う
数
字
を
導
き
出
す
。
し
か
し
、
門
生
達
の
師
事
年
に
関
し
て
は

田
中
謙
二
先
生
の
精
密
な
研
究
が
重
宝
さ
れ
て
い
て
（「
朱
門
弟
子
師
事

年
攷　

正
・
続
」『
東
方
学
報
』
京
都
第
四
四
、四
八
册
、
一
九
七
三
、七
五
年
）、

そ
こ
で
は
鄭
の
師
事
年
は
四
度
に
わ
た
っ
て
い
る
と
考
証
さ
れ
て
い
る

か
ら
、
こ
の
編
年
に
は
再
考
の
余
地
が
あ
ろ
う
。
佚
文
の
収
集
も
本
書

が
力
を
傾
注
し
て
い
る
こ
と
な
の
で
後
文
で
少
し
言
及
し
た
い
。

　

本
書
の
第
二
の
特
色
は
、
詩
詞
に
対
す
る
付
注
で
あ
る
。
本
書
は

個
々
の
文
章
に
は
施
さ
れ
て
い
な
い
が
、
詩
に
は
全
作
品
（
正
集
十

巻
、
別
集
一
巻
）
に
丁
寧
な
注
が
加
え
ら
れ
て
い
る
（
殆
ど
の
作
品
に
は
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「
解
題
」〈
詩
題
の
解
説
〉
も
付
す
）。
実
は
、
こ
の
仕
事
に
は
前
段
階
が
あ

る
。
郭
斉
『
朱
熹
詩
詞
編
年
箋
注
』（
巴
蜀
書
社
、
上
下
二
冊
、
二
〇
〇
〇

年
）
が
そ
れ
で
あ
る
。
本
書
の
編
者
で
あ
る
郭
斉
氏
は
す
で
に
朱
子
学

関
係
の
著
作
を
何
冊
も
出
し
て
お
ら
れ
、
中
国
思
想
史
の
専
門
家
と
し

て
名
の
知
ら
れ
た
学
人
で
あ
る
が
、
一
方
で
詩
詞
の
読
解
に
関
し
て
、

鋭
い
感
性
と
深
い
洞
察
力
を
具
え
て
お
ら
れ
る
こ
と
は
筆
者
が
間
近
で

親
し
く
目
撃
し
て
き
た
。
い
っ
た
い
、
旧
体
制
の
知
識
人
が
残
し
た
詩

文
に
つ
い
て
、
こ
れ
は
文
学
、
こ
れ
は
哲
学
と
初
め
か
ら
仕
分
け
す
る

の
は
お
か
し
い
。
と
り
わ
け
朱
子
の
場
合
、
そ
の
父
・
朱
松
か
ら
し
て

生
前
か
ら
詩
人
と
し
て
も
盛
名
が
あ
り
、
朱
松
に
と
っ
て
詩
は
求
道
の

手
段
と
い
う
側
面
も
あ
っ
た
。
朱
子
も
詩
才
に
恵
ま
れ
、「
斎
居
感
興

詩
」
二
十
首
の
よ
う
な
は
っ
き
り
し
た
メ
タ
フ
ィ
ジ
カ
ル
・
ポ
エ
ッ
ト

リ
な
ら
ず
と
も
、
そ
こ
か
ら
天
地
宇
宙
や
人
間
歴
史
に
対
す
る
清
新
な

眼
差
し
を
感
得
し
う
る
詩
作
品
も
少
な
く
な
い
。
本
書
の
詩
の
パ
ー
ト

は
こ
の
郭
氏
の
旧
著
に
全
面
的
に
依
拠
し
て
い
る
が
、
そ
の
後
の
成
果

も
取
り
込
ま
れ
て
い
る
。
詳
細
を
述
べ
る
紙
数
が
な
い
が
、
い
ま
挙
げ

た
「
斎
居
感
興
詩
」（
巻
四
）
に
限
っ
て
述
べ
て
も
、
そ
の
「
評
論
」
の

項
に
、
わ
が
国
の
山
崎
闇
斎
の
「
感
興
考
註
序
」
や
朝
鮮
・
任
聖
周
の

「
感
興
詩
諸
家
集
覧
跋
」
な
ど
が
掲
載
さ
れ
て
い
る
の
は
新
増
で
あ
り
、

こ
の
詩
に
限
っ
て
も
全
一
一
頁
に
も
の
ぼ
る
博
捜
ぶ
り
で
あ
る
（
本
書

は
全
体
と
し
て
朝
鮮
本
を
多
数
活
用
し
て
い
る
が
こ
れ
は
前
例
が
な
い
）。
云

い
遅
れ
た
が
、「
評
論
」
と
い
う
の
は
本
書
の
体
例
の
一
つ
で
、
そ
の

作
品
に
対
す
る
歴
代
の
評
を
集
め
て
お
り
、こ
れ
は
詩
詞
だ
け
で
な
く
、

他
の
ジ
ャ
ン
ル
の
文
章
で
も
そ
の
都
度
付
せ
ら
れ
て
い
て
、
該
文
章

の
歴
史
的
評
価
ま
た
は
朱
子
学
受
容
の
様
態
が
よ
く
分
か
る
。
な
お
、

「
絶
句
」
に
限
定
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、
本
邦
で
詳
細
な
訳
注
が
共
同

研
究
に
よ
っ
て
進
行
中
で
あ
る
こ
と
を
付
け
加
え
て
お
き
た
い
。
汲
古

書
院
刊
『
朱
子
絶
句
全
訳
注
』
が
そ
れ
で
あ
る
（
巻
五
ま
で
五
冊
既
刊
）。

　

第
三
の
特
色
と
し
て
挙
げ
て
お
き
た
い
の
は
、
先
に
も
少
し
触
れ
た

佚
文
の
輯
得
で
あ
る
。
宋
刊
朱
子
文
集
に
は
未
収
の
文
章
が
あ
る
こ
と

は
早
く
か
ら
気
づ
か
れ
て
い
て
、
明
代
あ
た
り
か
ら
輯
佚
の
試
み
が

な
さ
れ
て
き
た
が
、
そ
の
気
運
は
近
年
に
な
っ
て
盛
り
上
が
り
を
見

せ
、
束
景
南
氏
の
浩
瀚
な
『
朱
熹
佚
文
輯
考
』
の
刊
行
を
見
る
に
至
っ

た
（
江
蘇
古
籍
出
版
社
、
一
九
九
一
年
）。
こ
れ
が
決
定
版
に
な
る
か
と
思

わ
れ
た
が
、
そ
の
後
も
佚
文
の
発
見
が
相
継
ぎ
、
そ
れ
ら
を
ま
と
め
上

げ
た
の
が
本
書
の
「
遺
集
三
巻
」
と
「
外
集
一
巻
」
で
あ
る
。
前
者
は

「
信
の
置
け
る
も
の
」、
後
者
は
「
真
偽
相
半
ば
す
る
が
棄
て
る
に
惜
し

い
も
の
」（
本
書
前
言
）
が
集
め
ら
れ
て
い
る
。
た
だ
そ
の
間
、
先
述
し

た
『
朱
子
全
書
』
が
編
纂
さ
れ
、
そ
の
第
二
六
冊
は
全
巻
「
朱
子
佚
文

輯
録
」
に
当
て
ら
れ
、「
輯
訂
」
者
は
か
の
束
景
南
氏
に
な
っ
て
い
る
。

そ
の
「
輯
録
」
中
の
「
遺
集
六
巻
」
と
こ
の
「
遺
集
三
巻
」「
外
集
一

巻
」
と
を
ざ
っ
と
対
校
し
て
み
る
と
、
前
者
収
載
の
も
の
は
後
者
で
は
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「
遺
集
」
と
「
外
集
」
と
に
振
り
分
け
ら
れ
て
い
る
だ
け
で
な
く
、
そ

の
ど
ち
ら
に
も
収
め
ら
れ
て
い
な
い
も
の
も
少
な
く
な
い
。
こ
こ
か

ら
、『
編
年
評
注
』
で
は
朱
子
の
真
筆
作
品
が
か
な
り
絞
り
込
ま
れ
て

い
る
こ
と
が
分
か
る
。
な
お
、「
遺
集
」
と
い
う
と
、
朝
鮮
英
祖
四
七

年
（
一
七
七
一
）
刊
『
朱
子
大
全
』
付
載
の
「
遺
集
二
巻
」
が
想
起
さ
れ

る
が
、
両
者
の
中
身
を
対
校
し
て
み
る
と
、
重
な
る
も
の
が
な
く
は
な

い
も
の
の
、
真
偽
判
断
の
基
準
が
異
な
る
こ
と
に
気
づ
か
さ
れ
る
。
こ

の
朝
鮮
版
『
大
全
』「
遺
集
」
巻
一
に
は
「
性
理
吟
」（「
訓
蒙
絶
句
」）
が

収
め
ら
れ
て
い
て
、
前
掲
束
氏
は
こ
れ
を
朱
子
佚
文
と
し
て
「
輯
録
」

の
巻
頭
に
収
め
る
の
で
あ
る
が
、『
編
年
評
注
』
で
は
採
択
し
て
い
な

い
。
朱
子
学
へ
の
よ
き
ガ
イ
ダ
ン
ス
と
し
て
東
ア
ジ
ア
で
広
く
読
ま
れ

た
こ
の
連
作
詩
が
偽
託
で
あ
る
こ
と
は
朝
鮮
で
も
早
く
か
ら
気
付
か
れ

て
い
た
（
当
版
本
に
つ
い
て
は
藤
本
幸
夫
『
日
本
現
存
朝
鮮
本
研
究　

集
部
』

五
五
九
頁
以
下
参
照
。
京
都
大
学
学
術
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
）。

　

以
上
の
大
雑
把
な
紹
介
で
も
本
書
の
学
術
的
価
値
は
理
解
し
て
い
た

だ
け
る
と
思
う
が
、
こ
の
よ
う
に
完
備
し
た
朱
子
の
文
集
が
読
み
や
す

い
標
点
本
と
し
て
提
供
さ
れ
た
こ
と
の
意
義
を
最
後
に
強
調
し
て
お

き
た
い
。『
朱
文
公
文
集
』
全
巻
に
標
点
を
施
す
の
は
い
つ
始
ま
っ
た

の
か
。
こ
れ
を
東
ア
ジ
ア
漢
字
文
化
圏
に
拡
大
し
た
場
合
、
わ
が
江

戸
期
の
浅
見
絅け

い
さ
い斎
（
一
六
五
二
～
一
七
一
一
）
が
最
初
で
あ
り
、
通
行

の
訓
点
付
き
の
和
刻
（
正
集
、
続
集
、
別
集
の
全
巻
を
訓
読
）
は
彼
と
そ

の
一
門
の
手
に
成
っ
た
（
京
都
寿
文
堂
、
一
七
一
一
年
、
中
文
出
版
社
影

印
、
一
九
七
二
年
、
汲
古
書
院
影
印
『
和
刻
本
漢
籍
文
集
』
第
七
輯
～
第
十
輯
、

一
九
七
七
年
）。
中
国
・
港
台
圏
で
云
え
ば
、
断
句
の
先
蹤
は
あ
る
こ
と

は
あ
る
に
せ
よ
、
本
文
の
校
訂
も
踏
ま
え
た
上
で
の
正
確
な
断
句
と
標

点
は
、
本
書
の
郭
斉
・
尹
波
コ
ン
ビ
に
よ
る
『
朱
熹
集
』（
四
川
教
育
出

版
社
、全
十
冊
、一
九
九
六
年
）
を
も
っ
て
嚆
矢
と
す
る
は
ず
で
あ
る
（
因

み
に
云
え
ば
、
上
述
浅
見
絅
斎
の
「
断
句
」
の
こ
と
は
こ
の
『
朱
熹
集
』
で
も

言
及
さ
れ
て
い
る
。
第
十
冊「
版
本
考
略
」）。
も
と
よ
り
こ
こ
に
は「
編
年
」

「
注
釈
」「
評
論
」
は
施
さ
れ
て
は
い
な
い
が
、
前
著
の
基
礎
の
上
に
こ

の
『
編
年
評
注
』
と
い
う
大
伽
藍
が
構
築
さ
れ
た
わ
け
で
あ
る
。
そ
し

て
さ
ら
に
視
野
を
拡
大
す
れ
ば
、
著
者
た
ち
の
工
作
単
位
で
あ
る
四
川

大
学
古
籍
整
理
研
究
所
―
―
巴
蜀
文
献
の
捜
集
発
掘
と
宋
代
研
究
の
一

大
拠
点
で
あ
り
、『
全
宋
文
』
な
ど
の
大
規
模
な
編
纂
事
業
を
次
々
と

完
成
―
―
の
有
形
無
形
の
支
援
が
視
界
に
入
っ
て
く
る
。

（
み
う
ら
・
く
に
お　

大
阪
市
立
大
学
名
誉
教
授
）


